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ト
ピ
ッ
ク
ス

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

被
用
者
保
険
（
協
会
け
ん
ぽ
、

企
業
の
健
康
保
険
、
船
員
保
険
、

共
済
組
合
）
に
加
入
し
て
い
な

い
方
を
対
象
と
し
た
制
度
で
す
。

　
国
保
税
は
「
基
礎
課
税
額
」

「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税

額
」
「
介
護
納
付
金
課
税
額
」

で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
税

額
は
「
所
得
割
額
」
「
均
等
割

額
」
「
平
等
割
額
」
の
合
計
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
軽
減
基
準
を
改
正

　
世
帯
主
と
加
入
者
の
前
年
の

総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額
に

応
じ
て
、
均
等
割
額
と
平
等
割

額
か
ら
、
該
当
す
る
軽
減
割
合

が
減
額
さ
れ
ま
す
。
五
割
軽
減
、

二
割
軽
減
と
な
る
基
準
を
改
正

し
ま
し
た
〈
表
１
〉
。

○
賦
課
限
度
額
を
改
正

　
国
保
税
の
負
担
の
上
限
と
な

る
賦
課
限
度
額
を
改
正
し
、
基

礎
課
税
額
を
六
十
一
万
円
か
ら

六
十
三
万
円
、
介
護
納
付
金
課

税
額
を
十
六
万
円
か
ら
十
七
万

円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
〈
表

２
〉
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
は
、
七
十

五
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
方
は
六
十
五
歳
以
上
）
の

方
を
対
象
と
し
た
制
度
で
、
保

険
料
は
「
所
得
割
額
」
「
均
等

割
額
」
の
合
計
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
所
得
割
額
の
保
険
料
率
が
引

　
き
上
げ

　
所
得
割
額
の
保
険
料
率
が
、

七
・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

八
・
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
均
等
割
額
が
引
き
上
げ

　
均
等
割
額
が
、
四
万
一
千
六

百
円
か
ら
四
万
三
千
三
百
円
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
軽
減
割
合
が
改
正

　
保
険
料
軽
減
特
例
の
見
直
し

に
伴
い
、
世
帯
主
と
加
入
者
の

前
年
の
総
所
得
金
額
な
ど
の
合

計
額
に
応
じ
て
、
均
等
割
額
の

軽
減
割
合
が
、
こ
れ
ま
で
八
・

五
割
だ
っ
た
方
は
七
・
七
五
割

に
、
八
割
だ
っ
た
方
は
七
割
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
軽
減
基
準
が
改
正

　
世
帯
主
と
加
入
者
の
前
年
の

総
所
得
金
額
な
ど
の
合
計
額
に

応
じ
て
、
均
等
割
額
か
ら
該
当

す
る
軽
減
割
合
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
五
割
軽
減
、
二
割
軽
減
と

な
る
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

〈
表
３
〉
。

○
賦
課
限
度
額
が
改
正

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

負
担
の
上
限
と
な
る
賦
課
限
度

額
が
改
正
さ
れ
、
六
十
二
万
円

か
ら
六
十
四
万
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
〈
表
４
〉
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
収
入
の
減
少
な
ど
の

影
響
を
受
け
た
被
保
険
者
の
う

ち
、
一
定
の
基
準
を
満
た
す
方

は
、
申
請
に
よ
り
猶
予
・
減
免

し
ま
す
。

▼
対
象
　
①
猶
予
＝
本
年
２
月

　
以
降
、
世
帯
の
主
た
る
生
計

　
維
持
者
の
事
業
収
入
な
ど
が

　
前
年
の
２
割
以
上
減
少
し
た

　
月
が
あ
る
方
　
②
減
免
＝
世

　
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
が

　
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を

　
負
っ
た
方
か
、
世
帯
の
主
た

　
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入

　
な
ど
の
減
少
が
前
年
の
３
割

　
以
上
と
見
込
ま
れ
る
方

※

詳
し
く
は
国
保
年
金
課
高
齢

　
者
医
療
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
医
療
保
険
制
度
を
安
定
的
に

運
営
す
る
た
め
に
は
、
医
療
費

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

国
保
税
の
軽
減
基
準
な

ど
を
改
正

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
率
な
ど
が
改
正

の
適
正
化
を
図
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
健
康
づ
く
り
や

医
療
機
関
の
適
正
受
診
に
努
め
、

医
療
費
の
節
約
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

〈表１〉国保税の均等割額・平等割額の軽減基準

基礎控除額（33万円）
＋28万円×（被保険者
数＋特定同一世帯所属
者（※１）数）以下

基礎控除額（33万円）
＋28.5万円×（被保険
者数＋特定同一世帯所
属者数）以下

基礎控除額（33万円）
＋51万円×（被保険者
数＋特定同一世帯所属
者数）以下

基礎控除額（33万円）
＋52万円×（被保険者
数＋特定同一世帯所属
者数）以下

改正前 改正後

※１　特定同一世帯所属者は、国保制度から後期高齢者医療制度に移行した
　　　方です。

軽減
割合

５割

２割

〈表２〉国保税の賦課限度額

基礎課税額 61万円

19万円

16万円
96万円

63万円

19万円

17万円
99万円

介護納付金課税額
合計

区分 改正前 改正後

後期高齢者支援金
等課税額
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く
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さ
い
。

　
◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

　
医
療
保
険
制
度
を
安
定
的
に

運
営
す
る
た
め
に
は
、
医
療
費

○
お
問
い
合
わ
せ

・
国
保
税
に
関
す
る
こ
と

　
国
保
年
金
課

　
国
保
税
係

　
☎
22
・
７
４
２
９

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
に
関
す
る
こ
と

　
国
保
年
金
課

　
高
齢
者
医
療
係

　
☎
22
・
７
４
６
６
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齢
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予
・
減
免

の
適
正
化
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こ
と
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切

で
す
。

　
日
頃
か
ら
、
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康
づ
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り
や

医
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適
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に
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。

環境大臣表彰（地域環境保全功労者表彰）

震災語り部による定期講話
いわき震災伝承みらい館　☎38－4894

震災の様子を伝える震災語
り部

▷いわき天文同好会＝中央台
　同表彰は、地域環境保全の推進に関して顕著な
功績のあった個人・団体に授与されるものです。
大気環境保全の普及・啓発等を目的とした星空観
察会を継続的に開催するなど、地域の環境保全・
教育に貢献した功績が評価されました。

開催

　震災の記憶と教訓を後世に伝え、防災
意識を高めることを目的に、震災当時の
状況や経験を生の声で伝える震災語り部
による定期講話を開催しています。
▶とき　土・日曜日、祝日　10時30分～
　11時30分、14時～15時
※中止・変更
　となる場合
　があります
　ので、事前
　に公式ホー
　ムページを
　ご覧くださ
　い。

〈表３〉後期高齢者医療保険料の均等割額の軽減基準

〈表４〉後期高齢者医療保険料の賦課限度額

基礎控除額（33万円）
＋28万円×（被保険者
数）以下

基礎控除額（33万円）
＋28.5万円×（被保険
者数）以下

基礎控除額（33万円）
＋51万円×（被保険者
数）以下

基礎控除額（33万円）
＋52万円×（被保険者
数）以下

改正前 改正後

改正前 改正後

軽減
割合

５割

２割

定期的な運動で健康を維持

62万円 64万円


